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日本の製造業が持つ価値 2

TPM活動は、日本の製造現場を強くしてきた

TPM Approach
Lean Manufacturing 

Approach
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どんな工場でもロスは存在する

効
率

時間

B.M

改 善

改 善

改 善

故障

不良

段取り

チョコ停

速度低下

その他ロス

×

＝オペレーター責任による実践

自主保全

よくなった状態を維持
（管理者による指導が不可欠）

自主保全

＝管理者責任による改善ロスの排除

現状の水準を維持

目標（あるべき姿）

個別改善

下げてはいけない

ロスゼロの目標

3

見えないロスをIOTで見つけることが出来る。
24時間モニターすることで気が付かないロスが見えてくる。
改善だけでなく、維持することで成果が定着する。

JIPM TPM 資料より
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OEEから製造現場の強さを知る 4

World-class OEEAll Time

Planned Production Time

Run Time

Net Run Time

Fully Productive 
Time

Startup 
Rejects

Batch production, OEE > 85%
Discrete process, OEE > 90%
Continuous process, OEE > 95%
Hansen (2001)

100% OEE = you are manufacturing only good parts, as fast as possible, with no stop time.

𝑷𝒓𝒐𝒅𝒖𝒄𝒕𝒊𝒗𝒊𝒕𝒚 =
𝑼𝒏𝒊𝒕𝒔 𝒐𝒇 𝑶𝒖𝒕𝒑𝒖𝒕

𝑼𝒏𝒊𝒕𝒔 𝒐𝒇 𝑰𝒏𝒑𝒖𝒕
=

𝑼𝒏𝒊𝒕𝒔 𝒐𝒇 𝑰𝒏𝒑𝒖𝒕 − 𝑼𝒏𝒊𝒕𝒔 𝒐𝒇 𝑳𝒐𝒔𝒔𝒆𝒔

𝑼𝒏𝒊𝒕𝒔 𝒐𝒇 𝑰𝒏𝒑𝒖𝒕

A,P,Q 
Lossess
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OEE 見える化

出典:LeMMI4.0 
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改善サイクル（CAPDo）とCWPの関係
66

Collective Wedom Platform

実際の現場

データ収集と分析

Lemmi4.0 の資料に加筆
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ノウハウ（暗黙知）を顕在化（形式知化）させている 7OEEによる
改善ノウハウを
PD3で形式知化
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形式知化したノウハウ利用のためのアプリケーション化 （CW-Agent）

8

改善プロセスを
アプリケーションが
ナビゲートする
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